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デ
ジ
タ
ル
化
社
会
を
見
据
え
、

町
か
ら
提
供
す
る
お
知
ら
せ
に

つ
い
て
は
、
徐
々
に
紙
媒
体
か

ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
シ
フ
ト
し
、

業
務
の
効
率
化
や
円
滑
化
を
進

め
ま
す
。

▼
町
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
用
ハ

ガ
キ
の
配
布
を
廃
止
し
、
通

年
で
の
メ
ー
ル
や
一
般
の
ハ

ガ
キ
な
ど
に
よ
る
受
け
付
け

▼
広
報
し
ば
た
と
お
知
ら
せ
版

を
一
体
化
し
て
の
隔
月
発
行

▼
回
覧
板
に
よ
る
、
町
か
ら
の

情
報
提
供
の
取
り
や
め

　

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

す
で
に
所
期
の
目
的
を
達
し
た

事
業
、
参
加
者
が
減
少
し
、
事

業
内
容
も
変
わ
ら
な
い
補
助
事

業
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活
用
で

き
る
事
業
に
つ
い
て
、
見
直
し

や
廃
止
を
進
め
ま
す
。

▼
確
定
申
告
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
中
で
の
、
相
談
会
場

の
見
直
し

▼
狂
犬
病
予
防
集
団
注
射
の
廃

止
▼
む
つ
み
学
園
の
廃
止

▼
柴
田
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
る
・
ぷ
ら
」
を

し
ば
た
の
郷
土
館
へ
移
転

　

各
種
行
事
へ
の
参
加
者
数
の

減
少
に
伴
う
活
動
補
助
金
の
適

正
化
、
ま
た
、
物
価
や
燃
料
な

ど
の
価
格
高
騰
な
ど
に
伴
う
施

設
の
管
理
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ

る
受
益
と
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
使
用
料
の
見
直
し
を

進
め
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
交
付
金
に
お
け

る
敬
老
会
事
業
の
交
付
金
算

定
基
準
を
現
在
の
75
歳
か
ら

80
歳
へ
段
階
的
に
引
き
上
げ

▼
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
対
す
る

補
助
金
の
適
正
化

▼
み
や
ぎ
大
菊
花
展
柴
田
大
会

事
業
補
助
金
の
廃
止

▼
生
涯
学
習
施
設
、
社
会
体
育

施
設
・
学
校
体
育
施
設
使
用

料
の
約
20
％
の
引
き
上
げ
、

減
免
基
準
の
見
直
し

▼
船
岡
駅
・
槻
木
駅
駐
車
場
及

び
自
転
車
駐
車
場
使
用
料
の

引
き
上
げ

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に

対
す
る
各
種
が
ん
検
診
な
ど

へ
の
助
成
金
の
廃
止

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
住

民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
収
入
を
増
や

し
財
政
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。

▼
庁
舎
及
び
各
施
設
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
広
告
な
ど
の

募
集
に
よ
る
収
入
の
確
保

▼
未
利
用
町
有
財
産
の
売
却

▼
人
件
費
の
抑
制

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
生
涯
学

習
課
の
統
合

　

職
員
の
多
様
な
働
き
方
を
可

　
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
た
行
財
政
適
正
化
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
や
各

種
団
体
な
ど
と
の
間
で
意
見
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
す
で
に
こ
の
計
画
の
全
体
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ば
た
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
計
画
に
盛
り
込
む
項
目
は
10
分
野
92
項
目
に
及
び
ま
す
。

　
今
回
、
細
部
に
わ
た
る
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
高
い
項
目
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

 

問  

財
政
課　
℡
５
５
ー
２
２
７
８

安心安全に利用するためにも
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能
と
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
量
の
削
減
や
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、

長
時
間
労
働
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

▼
時
間
外
で
の
電
話
受
付
時
に

お
け
る
、
自
動
ア
ナ
ウ
ン
ス

機
能
及
び
通
話
の
録
音
機
能

付
き
電
話
機
の
設
置

▼
窓
口
の
受
付
対
応
時
間
を
８

時
45
分
か
ら
16
時
ま
で
に
短

縮
（
令
和
８
年
度
に
お
い
て

試
行
的
に
実
施
）

　

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

改
め
て
団
体
の
目
的
、
業
務
の

執
行
状
況
や
実
施
効
果
を
再
検

証
し
た
う
え
で
、
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
り
ま

す
。

▼
柴
田
町
体
育
協
会
の
今
後
の

あ
り
方

▼
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
法
人
化

▼
柴
田
町
観
光
物
産
協
会
の
財

務
体
質
の
強
化

▼
柴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
金
の
見
直
し

　

今
年
度
、
す
で
に
適
正
化
に

向
け
て
検
討
な
ど
を
始
め
て
い

る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

▼
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

▼
消
防
団
員
の
定
数
の
見
直
し

▼
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

見
直
し

▼
集
落
座
談
会（
減
反
説
明
会
）

の
見
直
し

▼
ス
ポ
ー
ツ
賞
顕
彰
基
準
の
見

直
し

　

現
在
、
人
口
減
少
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
な
ど
の
地

域
課
題
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
も
急
務
と
な
っ
て
お

り
、
行
政
の
業
務
量
は
拡
大
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
持
続
可
能
な
町
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

効
率
的
に
効
果
を
生
む
体
質
へ

改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

行
財
政
適
正
化
推
進
計
画
の

策
定
は
、
そ
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

改
め
て
、
こ
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
11
月
に
開
催
予
定
の
住

民
懇
談
会
で
の
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

コンビニ交付もご利用ください

観光物産交流館「さくらの里」
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今
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、

急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
、
ま
た
、
出
生
率
の
低
下

や
若
年
層
を
中
心
に
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
が
続
い
て
お
り
、

柴
田
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
で
は
、
公

園
や
空
地
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
歩
行
空

間
、
人
と
人
と
が
出
会
い
交
流

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
整
備
し
、「
花
の
ま
ち
柴

田
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
と
協

働
し
な
が
ら
、
外
と
内
と
の
交

流
人
口
の
拡
大
を
通
じ
て
、
地

域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
人
口
減
少
を

見
据
え
た
上
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

街
な
か
に
新
た
な
人
の
流
れ
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
交
流
人
口

や
滞
留
人
口
を
拡
大
し
、
知
識
、

情
報
の
集
積
を
図
り
融
合
化
す

る
中
で
、
柴
田
町
の
魅
力
の
再

人
口
減
少
を
見
据
え
た

地
域
活
性
化
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発
見
や
地
域
価
値
の
創
造
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
国
の
「
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
（
第
２
世
代
交
付
金
）」
を

活
用
し
、「
ふ
る
さ
と
文
化
伝

承
館
」
を
、
町
の
新
た
な
賑
わ

い
交
流
拠
点
と
な
る
「（
仮
称
）

ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　
（
仮
称
）ま
ち
な
か
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
誰
も
が
自
由
に
休

む
こ
と
が
で
き
る
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

を
整
備
し
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「（
仮
称
）屋
内
子
ど

も
遊
び
場
」
を
整
備
し
、
天
候

が
悪
い
日
で
も
、
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
屋
内
で
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲

食
店
や
物
販
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、

起
業
を
希
望
す
る
若
者
や
女
性

な
ど
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
場
の
提
供
を
行
う

こ
と
で
、
新
た
な
仕
事
お
こ
し

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

町
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
「
樅
ノ
木
は
残
っ
た
」

や
「
伊
達
政
宗
騎
馬
像
」
を
製

作
し
た
郷
土
の
彫
刻
家
「
小
室

達
」
氏
の
資
料
展
示
、
日
本
桜

の
名
所
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た

「
白
石
川
堤
一
目
千
本
桜
」
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
設
置
な
ど
、
思

源
閣
を
柴
田
町
特
有
の
自
然

や
歴
史
・
文
化
に
特
化
し
た

「（
仮
称
）
ふ
る
さ
と
歴
史
文
化

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
す
。

　

柴
田
町
な
ら
で
は
の
自
然
・

歴
史
・
文
化
資
料
を
映
像
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
、
さ
ら

に
は
訪
日
外
国
人
な
ど
、
新
し

い
来
館
者
が
見
込
め
ま
す
。

　

柴
田
町
の
生
い
立
ち
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
は
、
町
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
を
促
し
、
後
世
に

歴
史
・
文
化
を
継
い
で
い
く
原

動
力
に
な
り
ま
す
。

「（仮称）まちなか交流センター」にリニューア
ル予定のふるさと文化伝承館

「（仮称）ふるさと歴史文化ミュージアム」にリ
ニューアル予定の思源閣（常設展示室）

新
た
な
賑
わ
い
交
流
拠
点

の
整
備

歴
史
・
文
化
の
継
承
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  一般会計の執行状況
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会　　計 予算額
歳　　入 歳　　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国民健康保険事業 39 億 6,532 万円 17 億 6,856 万円 44.6％ 16 億 797 万円 40.6％

介護保険 33 億 5,524 万円 17 億 6,243 万円 52.5％ 13 億 5,254 万円 40.3％

後期高齢者医療 5 億 6,900 万円 2 億 2,379 万円 39.3％ 2 億 1,522 万円 37.8％

基金名 9月末現在高

財政調整基金 13 億 8,177 万円

スポーツ振興基金 5 億 5,692 万円

ふるさと柴田応援基金 4 億 6,949 万円

学校給食センター建設等
整備基金 4 億 3,722 万円

図書館建設等整備及び
運営基金 4 億 1,657 万円

町債等管理基金 3 億 9,534 万円

森林環境譲与税基金 2,396 万円

学校教育施設整備基金 1,160 万円

科学学習振興基金 504 万円

特色のある教育活動支援基
金 450 万円

健康つながり基金 401 万円

高額療養費貸付基金 400 万円

さくら基金 109 万円

防災基金 99 万円

国保財政調整基金 1 億 9,147 万円

国民健康保険健康づくり
基金 590 万円

国民健康保険出産資金貸付
基金 240 万円

介護給付費準備基金 5 億 566 万円

●水道事業会計
収　　入 予算額 執行額 執行率

収益的収入 12 億 5,213 万円 6 億 46 万円 48.0％

資本的収入 7,000 万円 0 円 0.0％

支　　出 予算額 執行額 執行率

収益的支出 10 億 4,882 万円 2 億 9,035 万円 27.7％

資本的支出 5 億 7,699 万円 8,361 万円 14.5％

●下水道事業会計
収　　入 予算額 執行額 執行率

収益的収入 12 億 6,890 万円 5 億 1,470 万円 40.6％

資本的収入 8 億 316 万円 9,402 万円 11.7％

支　　出 予算額 執行額 執行率

収益的支出 11 億 9,373 万円 1 億 4,797 万円 12.4％

資本的支出 12 億 4,614 万円 3 億 14 万円 24.1％

財産種別 9月末現在高

土地 3,335,037㎡

建物 149,090㎡

有価証券 1,569 万円

出資による権利 48 億 2,764 万円

 財産の状況

主な取得財産
出資による権利：みやぎ県南中核病院企業団出資金

1 億 2,103 万円

  公営企業会計の執行状況  基金の状況

  特別会計の執行状況
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今
年
の
桜
ま
つ
り
に
お
い
て

は
貸
切
観
光
バ
ス
２
６
８
台
の

う
ち
１
１
８
台
が
外
国
人
専
用

ツ
ア
ー
バ
ス
な
ど
、
多
く
の
訪

日
外
国
人
観
光
客
に
お
花
見
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
方
の
中
に
は
、〝
日
本
人
だ
と
思
っ
て
話

し
か
け
た
ら
外
国
人
だ
っ
た
〟
と
い
う
体
験
を
し

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
以
外
の
日
常
生
活
の
中
に
お
い

て
も
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
驚
い
た
の
は
、
平
日
、
免
許
更
新
の
た

め
に
自
動
車
学
校
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
若
い

人
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
で
、
日
本
の
自
動

車
運
転
免
許
証
を
取
得
す
る
た
め
に
来
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
は
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の

も
と
で
、
仙
南
地
域
の
製
造
工
場
で
働
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

人
口
が
減
る
中
で
、
し
か
も
日
本
の
若
者

は
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
な
仕
事
、
い
わ
ゆ

る
３
Ｋ
の
職
場
は
敬
遠
し
が
ち
で
、
こ
う
し

た
仕
事
で
の
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
の
が
外
国
人
労
働
者

で
す
。
水
産
業
も
農
業
も
コ
ン
ビ
ニ
も
、
ま
た
介

護
施
設
に
お
い
て
も
、
彼
ら
無
く
し
て
仕
事
が
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
域
に
外
国
人
労
働
者
が
増
え
る
こ

と
で
、
日
本
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
こ
と
へ
の
苦

情
や
、
文
化
の
違
い
に
よ
る
戸
惑
い
、
さ
ら
に
は

外
国
人
に
よ
る
凶
悪
な
犯
罪
も
が
起
き
て
お
り
、

そ
の
た
め
外
国
人
に
対
し
、
好
ま
し
く
思
わ
な
い

日
本
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
７
月
の
参
議
院

選
挙
で
は
こ
う
し
た
地
域
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
治
安

の
悪
化
な
ど
に
対
す
る
不
満
や
不
安
を
吸
い
上
げ

た
政
党
が
多
く
の
支
持
を
集
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
の
労
働
力
な
く
し
て
は
、
わ
が

国
の
産
業
や
日
常
生
活
は
も
は
や
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
彼
ら
が
日
本
で
就
労
す
る
目
的
の

一
つ
に
、
技
術
や
知
識
を
学
び
、
帰
国
後
は
、
母

国
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
安
価
な
労
働
力
と
し
か
見
な
い
一
部

の
経
営
者
や
、
外
国
人
に
対
す
る
誤
解
や
偏

見
を
あ
お
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
相
互
に
不

満
や
不
信
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
、
外
国
人
問
題
が
発
生
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

排
外
主
義
を
主
張
す
る
前
に
、
日
本
人
が

本
来
持
っ
て
い
る
和
の
精
神
や
、
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
、
彼
ら
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
対
立
や
分
断
を
助
長

し
な
い
社
会
が
築
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
ま
だ
外
国
人
と
接
す
る

機
会
が
少
な
い
地
方
に
お
い
て
は
、
や
は
り
地
域

社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
数
を
考
慮
し
た
上
で
、

相
互
交
流
を
進
め
、
お
互
い
の
文
化
や
考
え
方
を

理
解
す
る
こ
と
か
ら
融
和
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

柴
田
町
に
住
む
外
国
人
の
方
が
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
安
全
安
心
に
生
活
し
、
好
印
象
を

持
っ
て
自
国
に
帰
国
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

外国人問題
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第
33
回
　
明
治
の
小
学
校
事
始
め
（
２
）

　
前
回
は
、
小
学
校
の
校
舎
の
お
話
で
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
身
、
先
生
と

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
教
育
内
容
の
話
で
す
。
小
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
前
と

後
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
柴
田
町
域
に
あっ
た
、
庶
民
の
子
が
通
う
寺
子
屋
や
武
士
の
子
が
通
う
私

塾
の
数
は
、
船
迫
が
１
、
船
岡
が
５
、四
日
市
場・入
間
野（
槻
木
）・入
間
田・

葉
坂
・
成
田
が
各
１
で
し
た
。
そ
こ
で
学
ぶ
子
の
数
は
、
１
２
６
０
人
、
こ

の
う
ち
女
子
は一割
強
。
女
の
子
に
は
、
読
み
書
き
算そ

ろ

盤ば
ん

も
必
要
な
い
と
さ

れ
てい
た
の
で
し
ょ
う
。

　
小
学
校
開
校
後
、
中
名
生･

船
岡
・
槻
木
・
入
間
田
の
各
校
に
在
籍
し

た
児
童
数
は
、
３
２
９
人
。
寺
子
屋
時
代
の
三
割
に
満
た
な
い
数
で
す
。
そ

し
て
、
女
子
児
童
の
数
も一割
強
の
ま
ま
。
実
学
重
視
の
寺
子
屋
と
違
い
、

小
学
校
に
は
新
し
い
国
を
支
え
る
国
民
を
つ
く
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
学

則
も
しっ
か
り
定
まってい
ま
す
。
子
ど
も
も
重
要
な
働
き
手
だ
っ
た
こ
の
時

代
、修
業
年
限
が
４
年
間
と
い
う
の
は
、農
家
に
せ
よ
、商
家
に
せ
よ
痛
手
だっ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
そ
の
間
の
教
育
費
の
支
出
も
あ
り
ま
す
。

現
金
収
入
の
少
ない
こ
の
時
代
に
は
、
負
担
だっ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
教
え
手
、
教
員
と
な
っ
た
の
は
ど
う
い
う
人
々
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
船
岡

小
学
校
を
例
に
と
れ
ば
、
男
子
１
０
５
人
・
女
子
５
人
の
児
童
に
対
し
、
２

人
の
先
生
が
教
授
し
ま
し
た
。
遊
佐
清
吉（
士
族
）が
読
書（
先
生
に
な
らって

教
科
書
を
音
読
し
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
教
科
）と
習
字
を
教
え
、
入
間

田
隆
五
郎（
農
民
）が
算
術
を
教
え
ま
し
た
。
他
の
小
学
校
で
は
、
お
坊
さ
ん

や
神
主
さ
ん
な
ど
が
中
心
と

な
ってい
る
な
か
で
、
こ
の
２

人
は
新
し
い
教
員
養
成
学
校

に
学
ん
で
、
地
元
に
帰
り
、

郷
土
の
教
育
に
貢
献
し
ま
し

た
。

問 

し
ば
た
の
郷
土
館

 
　
℡
５
５

｜

０
７
０
７

教
科
書
『
地
理
初
歩
』
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高齢運転者交通安全講習会
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
た
か
な

交
通
安
全
教
育
車
の
機
器
で

身
体
機
能
を
客
観
的
に
判
断

　

10
月
５
日（
日
）、
船
迫
小
学
校
体

育
館
で
船
迫
地
区
の
７
つ
の
子
ど
も

会
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
約
２
０
０

人
が
参
加
し
て
、
地
区
対
抗
混
合
ド
ッ

ヂ
ビ
ー
大
会
が
行
わ
れ
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
で
45
回
目
を
迎
え
た
大
会
は
、

船
迫
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も
会
行
事

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
の
優
勝
チ
ー
ム
は
新
生
若
葉

Ａ
地
区
で
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

熱戦に沸いたドッヂビー大会

　

９
月
29
日（
月
）、
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
仙
南
自
動

車
学
院
と
大
河
原
警
察
署
の
協
力
を

頂
き
、
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
の

た
め
の
交
通
安
全
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
狭き

ょ
う
ろ路

通
行
・

車
庫
入
れ
に
よ
る
運
転
技
術
の
再
認

識
や
交
通
安
全
教
育
車
を
用
い
た
身

体
機
能
判
断
、
75
歳
以
上
の
運
転
免

許
保
有
者
が
受
け
る
認
知
機
能
検
査

の
体
験
を
行
い
、
自
分
の
運
転
特
性

に
つ
い
て
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
13
回
し
ば
た
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

ま
つ
り
が
９
月
20
日（
土
）か

ら
10
月
５
日（
日
）ま
で
船
岡

城
址
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
園
者
は
満
開
の
曼
珠

沙
華
を
背
景
に
記
念
撮
影
を

し
た
り
、
花
を
写
真
に
収
め

た
り
と
思
い
思
い
に
散
策
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
ジ
ャ
ズ
演
奏
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
あ
り
、
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

深
紅
の
花
が
公
園
を
覆
い
ま
す

曼珠沙華まつり開催

広　告 広　告
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復ふ
っ

興こ
う

の
石い

し

組ぐ

み
護ご

岸が
ん

小こ

鳥と
り

来く

る

齋
藤　

善
則

散ち
り

紅も
み
じ葉
石せ

き

庭て
い

に
波な

み

生う

ま
れ
け
り

鈴
木　

三
山

道み
ち

の
辺べ

に
猫ね

こ

の
碑ひ

三さ
ん

基き

落ら
く

葉よ
う

期き

鈴
木　

清
子

秋あ
き

深ふ
か

し
シ
ャ
ツ
の
上う

え

か
ら
聴ち

ょ
う
し
ん
き

診
器

鈴
木　

幸
子

う
と
う
と
ふ
は
り
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
の
余よ

熱ね
つ

峠　

三
枝
子

レ
ト
ロ
柄が

ら

着き

こ
な
す
乙お

と

女め

文ぶ
ん
　
か化
の
日ひ

芳
賀　

紀
子

億
千
の
鈴
鳴
ら
す
如
こ
お
ろ
ぎ
夜

西
船
迫　
　

鈴
木　

幸
子

黄
金
の
剣

つ
る
ぎ

の
如
き
ほ
ん
に
ょ
か
な

鈴
木
さ
ち
こ

記
念
日
に
亡
き
夫つ

ま

偲
ぶ
秋
の
夕

船
岡　
　
　

安
藤　

節
子

合
唱
の
響
く
ホ
ー
ル
や
秋あ

き

麗
う
ら
ら

西
船
迫　
　

中
野
西
範
子

七
五
三
か
わ
い
い
唇

く
ち
び
る

紅べ
に

を
引
く

船
岡　
　
　

阿
部　

弘
子

タ
マ
ゴ
茸
お
そ
る
恐
る
と
食
べ
に
け
る

西
船
迫　

安
ヶ
平
奈
津
枝

敬
老
会
馴
染
み
の
顔
が
少
し
減
り

北
船
岡　
　

日
下　
　

功

こ
の
夏
は
男
の
人
も
日
傘
さ
す

西
船
迫　
　

後
藤　

文
子

秋
に
な
り
ほ
の
か
な
香
り
金
木
星

船
岡　
　
　

阿
部
美
代
子

町
長
の
流
し
た
あ
せ
は
我
ら
ふ
く

北
船
岡　
　

星　
　
　

正

雨
の
中
散
歩
し
な
が
ら
冥
想
し

西
船
迫　
　

安
ヶ
平
良
三

　

桜
季
に
燕
訪
れ
小
育
て
に

　

待
望
果
し
立
秋
に
故さ

郷と

帰
り槻木　

　
　

平
間　

三
郎

登
山
家
の
健
郎
君
が
滑
落
す

　

Ｋ
２
西
壁
未
踏
峰
に
て

船
岡　
　
　

可
沼　

妙
子

気
が
ゆ
る
み
セ
ク
ハ
ラ
好
き
の
オ
ジ
サ
ン
達
は

　

公
表
さ
れ
し
後
の
祭
り
な
り西船

迫　
　

下
浦　

智
子

娘
来
る
妻
と
三
人
俳
談
義

　
「
ワ
イ
フ
ァ
イ
も
母
も
飛
ん
で
る
」「
そ
れ
い
い
ね
」

四
日
市
場　

鳥
井
崎　
　

声
高
に
挙
ぐ
れ
ば
叶
う
祈
り
か
も

　

虫
た
ち
が
鳴
く
秋
の
宵
の
口上名

生　
　

八
乙
女
由
朗

九
カ
月
か
け
応
募
作
品
仕
上
げ
し
と

　

ま
ぶ
し
き
笑
顔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
邦
助
氏

西
船
迫　
　

星　
　

裕
子

友
人
と
暫

し
ば
ら

く
ぶ
り
で
再
会
を

　

話
が
は
ず
む
よ
昔
の
よ
う
に上名

生　
　

平
間　

純
子

口
ち
び
る
に
一
粒
の
ぶ
ど
う
指
で
押
す

　

甘
き
香
り
が
渦う

ず

巻ま

れ
て
い
く　
　
　
　
　
　
　

槻
木　
　
　

白
石　

光
子

高
齢
の
運
転
講
習
参
加
し
て

　

自
分
の
衰
え
再
確
認

槻
木　
　
　

田
中　

ち
え

薬
局
の
忘
れ
も
の
の
籠
の
中

　
「
こ
こ
に
あ
っ
た
か
」
お
も
は
ず
声は

っ

す

船
岡　
　
　

伊
藤
タ
イ
子

い
つ
の
間
に
家
族
と
な
っ
た
猫
の
レ
オ

　

孫
の
コ
ト
バ
に
知
ら
ん
ぷ
り
し
て

本
船
迫　
　

森
田　

眞
六

長
々
と
小
春
日
和
に
地
域
猫

　

心
通
じ
る
仲
と
な
り

槻
木　
　
　

遠
藤　

麗
子

酔す
い

芙ふ

蓉よ
う

た
お
や
か
に
咲
く
一
日
花

　

一
日
一
生
を
切せ

つ

に
生
き
を
り船

岡　
　
　

沢
田　

順
子

広　告 広　告



12人口と世帯数
（令和7年10月1日現在）

2025年
11月

1日（
769）号

　
発

行
／

宮
城

県
柴

田
町

　
編

集
／

ま
ち

づ
く

り
政

策
課

〒
989-1692　

宮
城

県
柴

田
郡

柴
田

町
船

岡
中

央
2丁

目
3番

45号
　

℡
0224-54-2111

FAX 0224-55-4172　
U

RL https://www.town.shibata.m
iyagi.jp/

特集　
１　
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
た
行
財
政
適
正
化
推
進
計
画
の
原
案
ま
と
ま
る

　
２　
し
ば
た
の
郷
土
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
着
手
し
ま
す

17,922人
（前月比 25 人減）

広　告 広　告

16,429世帯
（前月比 8 世帯減）

18,143人
（前月比 16 人減）

36,065人
（前月比 41 人減）
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